
【内 容】

(1) 血小板数算定

Ⅰ．血小板数算定の臨床的意義

Ⅱ．血小板数の算定法

Ⅲ．血小板関連パラメーター

(2) 血小板機能検査

Ⅰ．出血時間         Ⅱ．血小板粘着能検査

Ⅲ．血小板凝集能検査      Ⅳ．血小板放出能検査

(3) 凝固スクリーニング検査

Ⅰ．凝固機序         Ⅱ．線溶機序

Ⅲ．凝固スクリーニング検査  Ⅳ．線溶スクリーニング検査

(4) 凝固・線溶系の特殊検査

Ⅰ．凝固系特殊検査

Ⅱ．線溶系特殊検査

Ⅲ．凝固関連の特殊検査

【購入申込】

   書店での取扱いはありませんので、ホームページから直接お申込みください。
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・ 二級試験 筆記試験問題対策、血液検査の基礎知識の勉強に

・ 初版に新規項目を追加

本書の初版が発刊され３年半が経過した。この間にも医学・医療の進歩は目覚ましく、それは臨床

検査の世界でも同様である。血小板・凝固の分野においても今回の改訂第２版では、新しい血小板計

数法の開発と導入、網血小板あるいは幼若血小板比率の臨床応用、血中トロンボポエチン濃度の測

定、血小板凝集能測定の標準化および自動測定、血小板活性化検出のための血小板マイクロパーティ

クルの測定、凝固検査検体採取取り扱いのためのガイドライン、新規経口抗凝固薬のモニタリング検

査などの新規項目を加えた。ぜひ参考にしていただきたい。

（巻頭言から抜粋）


